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イ
リ
ッ
チ
の
著
書
は
、
一
九
七

九
年
一
月
三
〇
日
初
版
（
八
五

年
・
一
三
版
）
で
あ
る
。
他
に
脱

学
校
社
会
・
七
一
年
邦
訳
・
鉄
轍

社
近
刊
。
八
〇
年
一
二
月
に
来
日

し
て
講
演
し
て
い
る
。
現
在
も
イ

リ
ッ
チ
の
提
起
は
、
多
く
の
方
々

が
研
究
を
進
め
て
い
る
。 

 

イ
リ
ッ
チ
の
提
起
は
、
第
二
の

レ
ベ
ル
で
は
、
人
々
を
治
療
的
・
予

防
的
・
工
業
的
、
そ
し
て
環
境
的
医

学
の
消
費
者
に
す
る
こ
と
で
病
的

な
社
会
を
強
化
し
、
医
療
は
病
気
の

後
押
し
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
方

で
は
、
障
害
者
の
数
は
増
加
し
、
施

設
の
生
活
に
し
か
適
さ
な
い
と
さ

れ
、
他
方
で
は
医
学
的
に
証
明
さ
れ

た
症
状
に
よ
っ
て
、
人
々
は
工
場
労

働
を
免
除
さ
れ
、
彼
ら
を
病
気
に
し

た
社
会
を
改
革
す
る
、
政
治
的
闘
い

の
場
面
か
ら
排
除
さ
せ
ら
れ
る
。 

 

第
二
の
レ
ベ
ル
の
医
原
病
は
、
私

が
健
康
の
収
奪
と
よ
び
た
い
。
社
会

的
な
過
医
療
化
現
象
と
い
う
症
状

の
中
に
表
現
さ
れ
る
。
こ
の
第
二
の

福脊連ホームページアドレス www .normanet.ne.jp/~ww101926/ 

 

《 

わ
だ
ち
目
次 

》 

！
医
療
の
限
界
！
（
不
可
解

さ
） 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
１
Ｐ 

「
特
定
秘
密
保
護
法
」
は
、
こ
ん

な
に
ヤ
バ
イ
（
５
） 

・
・
・
３
Ｐ 

障
害
者
権
利
条
約
に
関
す
る 

一
考
察
（
そ
の
２６
） 

・
・
・
７
Ｐ 

北
九
州
市
に
お
け
る 

災
害
時
避

難
支
援
に
つ
い
て 

 

・
・
・
１０
Ｐ 

電
動
車
い
す
補
装
具
費
・
小
林 

訴
訟
よ
う
や
く
動
き
出
す
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

・
・
・
１２
Ｐ 

「
第
３
次
障
害
者
基
本
計
画
」
に

関
す
る
障
害
者
政
策
委
員
会
（
第

８
回
）
議
事
次
代
「
参
考
資
料
２
」

よ
り 

 
 

 
 

 
 

・
・
・
１４
Ｐ 

福
脊
連
無
料
相
談
会 

・
・
・
１７
Ｐ 

筑
後
支
部
相
談
会 

 

・
・
・
１７
Ｐ 

今
月
の
時
事 

 
 

 

・
・
・
１８
Ｐ 

２０１４年８月１０日 

NO. 

 

１８５ 

！
医
療
の
限
界
！
（
不
可
解
さ
）・
・
・
・
・
・ 

 

最
近
、
医
療
に
関
す
る
「
本
」
が
目
立
つ
。
相
談
活
動
の
な
か
で
、
医
療
に
関
す
る

相
談
も
多
い
。「
い
い
病
院
は
、
あ
り
ま
せ
ん
か
？
」
と
。
つ
い
「
私
は
医
療
関
係
者

で
な
い
。」
と
、
声
を
出
さ
ず
に
つ
ぶ
や
く
こ
と
が
し
ば
し
ば
あ
る
。
問
い
は
、「
治
り

た
い
。
治
る
の
か
」
と
い
う
深
い
思
い
が
あ
る
か
ら
と
、
視
る
。 

 

し
か
し
、
医
療
に
も
「
限
界
」
が
あ
る
事
も
知
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
事
故
で
「
脊

髄
損
傷
」
と
い
う
傷
を
お
っ
て
、「
治
せ
な
い
」
と
い
う
事
実
を
認
知
し
た
か
ら
で
あ

る
。
退
院
後
、
活
動
を
始
め
た
こ
ろ
に
【
脱
病
院
社
会—

医
療
の
限
界—

】（
イ
ヴ
ァ

ン
・
イ
リ
ッ
チ
著
・
金
子
嗣
郎
訳
）
読
ん
だ
。「
そ
れ
か
ら
」
医
療
と
医
療
制
度
へ
の

関
心
が
は
じ
ま
っ
た
と
い
え
る
。
医
療
へ
の
「
問
い
」
に
つ
い
て
書
い
て
み
ま
す
。 
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レ
ベ
ル
の
医
療
の
影
響
を
、
私
は

「
社
会
的
医
原
病
」
と
名
づ
け
二
部

で
論
じ
よ
う
。 

 

第
三
の
レ
ベ
ル
で
は
、
い
わ
ゆ
る

健
康
に
関
す
る
専
門
的
職
業
が
、
自

ら
の
弱
さ
、
傷
つ
き
や
す
さ
、
独
自

性
を
自
分
な
り
の
自
然
の
方
法
で

処
理
し
よ
う
と
す
る
人
々
の
能
力

を
破
壊
し
つ
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
文
化
の
上
で
も
健
康
否
定
の
効

果
を
次
第
に
深
め
つ
つ
あ
る
の
で

あ
る
。
現
代
医
学
の
手
に
お
さ
え
ら

れ
て
い
る
患
者
は
、
現
代
の
悪
質
な

技
術
の
手
に
お
さ
え
ら
れ
て
い
る

人
類
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。Ⅲ

部
で

論
じ
よ
う
と
す
る
、
こ
の
「
文
化
的

医
原
病
」
は
、
衛
生
の
発
展
の
窮
極

的
な
捲
き
も
ど
し
で
あ
り
、
苦
悩
・

傷
害
、
死
に
対
す
る
健
康
な
反
応
が

麻
痺
す
る
こ
と
の
う
ち
に
存
在
す

る
。
人
々
が
機
械
化
さ
れ
た
モ
デ
ル

に
も
と
づ
く
、
健
康
管
理
を
受
け
入

れ
る
と
き
、
あ
た
か
も
商
品
で
あ
る

か
の
よ
う
に
「
よ
り
よ
き
健
康
」
と

よ
ば
れ
る
、
あ
る
も
の
を
生
み
だ
そ

う
と
共
謀
す
る
と
き
、
そ
れ
は
人
々

を
襲
う
。
「
よ
り
よ
き
健
康
」
な
る

も
の
は
、
不
可
避
的
に
、
死
の
一
歩

手
前
の
病
気
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る

他
律
的
に
管
理
さ
れ
た
、
生
命
の
維

持
へ
と
つ
な
が
る
も
の
な
の
で
あ

る
。
医
学
の
「
進
歩
」
の
、
こ
の
最

後
の
害
毒
は
、
臨
床
的
・
社
会
的
な

医
原
病
と
は
明
確
に
区
別
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
Ｐ
三
二
） 

 
要
約
す
れ
ば
、
現
代
の
医
療
体

制
は
、「
患
者
」を
生
産
工
場
化
し
、 

人
間
の
誕
生
か
ら
死
ま
で
を
技
術

の
管
理
下
に
置
く
。
本
書
は
「
健

康
」
と
は
何
か
と
い
う
根
源
的
な

問
い
に
立
ち
も
ど
っ
て
、
こ
の
新

し
い
病
根
に
鋭
い
メ
ス
を
入
れ
る
。 

 

刊
行
と
同
時
に
世
界
中
で
論
争

を
巻
き
起
こ
し
た
。
総
合
的
な
、

医
療
化
社
会
批
判
で
あ
る
。 

 

現
在
の
日
本
の
現
状
は
、
述
べ

る
ま
で
も
な
く
、
日
々
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
降
圧
剤
・
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
・
血
糖
・
Ａ
１
Ｃ
の
基
準

値
は
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
医
学

的
な
根
拠
を
持
っ
て
設
定
さ
れ
て

い
る
の
か
、私
は
知
ら
な
か
っ
た
。

（
以
前
は
正
常
値
と
い
っ
て
い
た
。 

い
ま
は
基
準
値
と
か
基
準
範
囲
と

い
わ
れ
る
。）
正
常
＝
異
常
・
基
準

＝
基
準
外
（
番
外
）。
病
気
だ
！
不

安
を
煽
ら
れ
る
。言
語
に
注
意
だ
。

ま
し
て
、
薬
が
ど
の
よ
う
な
研
究

過
程
と
経
済
的
・
構
造
的
仕
組
み

で
作
ら
れ
て
い
る
か
、
認
識
は
確

た
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

国
と
研
究
機
関 

〜
薬
剤
製
造

〜 

販
売
の
構
造
に
貫
か
れ
て
い

る
も
の
は
何
か
？ 

「
使
わ
れ
る
こ

と
・
売
れ
る
こ
と
。」
つ
ま
り
消
費

さ
れ
る
こ
と
、
否
、「
消
費
さ
せ
る

こ
と
」
が
大
前
提
で
あ
る
よ
う
に

見
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
薬
漬

け
」
で
は
な
い
の
か
？ 

勿
論
、
薬

を
で
き
る
だ
け
出
さ
な
い
医
師
も

い
る
。東
京
女
子
医
大
病
院
の「
プ

ロ
フ
ォ
ー
ル
（
鎮
静
剤
）
を
め
ぐ

っ
て
は
、
二
〇
〇
九
年
〜
二
〇
一

三
年
の
五
年
間
に
、
同
病
院
で
一

五
歳
未
満
の
患
者
六
三
人
が
投
与

を
受
け
、
う
ち
十
二
人
が
そ
の
後

に
死
亡
し
た
と
病
院
側
が
公
表
。 

 

厚
生
労
働
省
と
東
京
都
が
立
ち

入
り
検
査
を
行
っ
た
」
と
の
報
道

（
六
月
十
四
日
）。
ど
う
し
て
、
こ

の
よ
う
な
「
事
件
」
が
起
る
の
か

で
あ
る
。
私
が
受
傷
後
、
間
も
な

く
し
て
「
造
影
剤
」
に
よ
る
問
題

が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
た
。 

 

そ
の
後
の
薬
害
エ
イ
ズ
の
事
件

も
そ
う
だ
。
子
宮
が
ん
予
防
ワ
ク

チ
ン
・
タ
ミ
フ
ル
・
抗
生
剤
（
物

質
）・
筋
弛
緩
剤
等
の
副
作
用
問
題

も
あ
る
。新
聞
の
コ
ラ
ム
記
事
で
、

精
神
科
の
医
師
が
、『
患
者
が
一
〇

種
類
の
薬
を
の
ん
で
い
る
人
も
い

る
。
薬
は
「
科
学
合
成
物
質
」
で

あ
る
の
で
、複
数
を
投
与
す
る
と
、

薬
の
相
互
作
用
の
問
題
が
あ
る
の

で
多
く
と
も
三
種
類
程
度
に
お
さ

え
る
べ
き
』と
注
意
を
し
て
い
た
。 

 

薬
を
飲
む
の
は
、
薬
の
効
用
と

副
作
用
に
つ
い
て
聞
い
て
、
そ
の

効
果
を
体
で
追
認
し
て
服
用
し
て

来
た
。「
検
診
」・「
健
診
」
！ 

早
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電
動
車
い
す
補
装
具
費
・
小
林
訴
訟 

 
よ
う
や
く
動
き
出
す
！ 

  

４
月
７
日
、
福
岡
地
裁
の
大
法

廷
は
車
い
す
利
用
者
も
交
え
、
多

く
の
支
援
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
ま

し
た
。 

 

こ
の
裁
判
は
、
心
臓
に
障
害
を

持
つ
小
林
奈
緒
さ
ん
が
、
電
動
車

い
す
の
支
給
申
請
を
行
い
、
市
が

却
下
し
た
の
を
違
法
と
し
て
、
提

訴
し
た
も
の
で
す
。
内
部
障
害
者

の
補
装
具
の
支
給
を
受
け
る
権
利

を
争
う
裁
判
は
、
初
め
て
で
あ
り

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

小
林
さ
ん
は
、
短
心
房
短
心
室

と
い
う
、
心
臓
の
障
害
（
心
臓
機

能
障
害
１
級
）
の
た
め
、
常
に
血

液
中
の
酸
素
が
足
り
ず
、
例
え
ば

５
分
以
上
、
１
０
０
～
２
０
０
メ

ー
ト
ル
歩
く
と
息
切
れ
が
激
し
く

な
る
と
い
う
状
態
で
す
。 

 
家
の
中
で
は
、
ゆ
っ
く
り
歩
く

こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
手
動
の
車

い
す
も
自
分
で
は
動
か
せ
な
い
た

め
、
外
出
す
る
と
き
は
、
両
親
に

車
い
す
を
押
し
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

２
０
１
１
年
、
小
林
さ
ん
は
主

治
医
の
意
見
書
を
添
え
、
電
動
車

い
す
の
支
給
を
申
請
。 

 

し
か
し
、
市
は
「
日
常
生
活
に

著
し
い
障
害
は
認
め
ら
れ
な
い
」

と
申
請
を
却
下
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
具
体
的
な
理
由
を
求

め
審
査
請
求
を
提
出
し
た
が
、「
決

定
は
、
更
正
相
談
所
の
判
断
に
従

っ
た
も
の
」
と
い
う
説
明
の
み
。 

 

判
定
の
基
準
な
ど
は
明
ら
か
に

さ
れ
ず
、
裁
判
に
踏
み
切
ら
れ
ま

し
た
。 

 

裁
判
所
は
、
更
正
相
談
所
の
判

断
に
つ
い
て
、
根
拠
の
開
示
を
求

め
た
が
、
重
要
な
こ
と
は
黒
塗
り

と
い
う
資
料
し
か
、
得
ら
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
こ
で
裁
判
所
は
、

裁
判
所
が
持
つ
、
疑
問
点
を
問
う

と
い
う
形
で
更
正
相
談
所
に
質
問

し
、
そ
の
回
答
を
得
る
こ
と
が
出

来
、
よ
う
や
く
裁
判
が
動
き
出
し

ま
し
た
。 

 

当
日
の
意
見
陳
述
で
は
、
更
正

相
談
所
の
回
答
の
一
部
に
つ
い
て

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

 

更
正
相
談
所
の
判
断
は
、「
就
学
、

就
労
の
予
定
が
あ
れ
ば
積
極
的
に

考
慮
す
る
」、「
自
宅
内
や
短
距
離

で
あ
れ
ば
、
一
定
の
歩
行
が
可
能

だ
か
ら
、
電
動
車
い
す
の
必
要
性

は
低
い
」
と
の
回
答
。 

 

こ
れ
で
は
、「
学
校
や
仕
事
に
行

け
な
い
障
害
者
は
、
家
に
じ
っ
と

し
て
い
れ
ば
よ
い
」
と
言
わ
ん
ば

か
り
で
す
。
就
学
・
就
労
の
前
に

今
必
要
な
の
は
、
社
会
の
一
員
と

し
て
自
分
ら
し
い
生
活
を
創
り
出

し
て
い
く
こ
と
。
そ
の
た
め
に
、

電
動
車
い
す
の
支
給
は
不
可
欠
で

す
。
就
学
、
就
労
な
ど
は
、
そ
の

後
の
人
生
の
可
能
性
の
一
つ
と
言

え
ま
す
。 

        

ま
た
、
電
動
車
い
す
に
係
る
補

装
具
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
事
務

取
扱
要
領
を
見
る
と
対
象
者
は
、

「
心
臓
機
能
障
害
等
は
、
歩
行
に

著
し
い
制
限
を
受
け
る
者
」
と
な

っ
て
い
ま
す
。
一
度
に
歩
行
で
き

る
の
が
、
最
大
２
０
０
メ
ー
ト
ル

程
と
い
う
状
態
は
、
ま
さ
に
「
歩

小林奈緒さん 
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行
に
著
し
い
制
限
を
受
け
る
者
」

と
、
判
断
さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
意
見
陳
述
で
は
『
更

正
相
談
所
の
判
断
は
、
い
ま
だ
に

障
害
を「
機
能
障
害
」と
捉
え
る
、

医
学
モ
デ
ル
の
枠
組
み
に
と
ど
ま

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
障
害
者

基
本
法
、
障
害
者
差
別
解
消
法
、

そ
し
て
つ
い
先
日
、
国
連
で
批
准

さ
れ
た
、
障
害
者
権
利
条
約
が
前

提
と
し
て
い
る
「
社
会
モ
デ
ル
」

の
概
念
に
の
っ
と
っ
た
、
障
害
者

の
「
自
立
」
に
つ
い
て
の
理
解
が

ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
。』と
述

べ
て
い
ま
す
。 

 

行
政
は
、
医
学
的
な
機
能
障
害

や
職
業
的
な
自
立
に
と
ら
わ
れ
ず
、

障
害
に
よ
る
生
活
の
し
づ
ら
さ
に

目
を
向
け
、
本
人
の
望
む
生
活
を

支
援
す
る
こ
と
が
、
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
に
、今
回
の
裁
判
は
、

電
動
車
い
す
の
不
支
給
取
り
消
し

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
福
祉
行
政

の
旧
態
依
然
と
し
た
、
古
い
考
え

方
や
仕
組
み
を
改
め
、
障
害
者
の

「
社
会
参
加
の
権
利
」
を
求
め
る

裁
判
と
も
言
え
ま
す
。 

           

裁
判
終
了
後
、
福
岡
地
裁
前
で

報
告
集
会
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

最
後
に
、
小
林
さ
ん
の
力
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
心
に
残
り
ま
し
た
。 

 

「
更
正
相
談
所
の
判
断
を
変
え

さ
せ
た
い
」
と
。 

昨
年
の
１
月
、
第
１
回
目
の
裁

判
の
傍
聴
に
出
か
け
、
す
で
に
１

年
６
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。
傍
聴

は
、
あ
っ
と
い
う
間
で
す
が
、
裁

判
が
こ
ん
な
に
も
時
間
が
か
か
る

と
は
…
。
更
正
相
談
所
は
判
断
基

準
を
見
直
し
、
一
日
も
早
い
解
決

を
望
み
ま
す
。
そ
し
て
、
障
害
者

権
利
条
約
が
謳
う
「
他
の
者
（
障

害
を
持
た
な
い
者
）
と
の
平
等
」

を
実
現
す
る
た
め
に
、
共
に
歩
み

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。 

 

さ
て
、
次
の
裁
判
傍
聴
で
は
、

証
人
尋
問
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ

大
詰
め
を
迎
え
ま
す
。 

 

次
回
も
、
多
く
の
支
援
者
で
傍

聴
席
を
埋
め
尽
く
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

筑
後
支
部 

東 

聖
二 

会
費
納
入
の
お
願
い 

 

会
員
・
賛
助
会
員
の
皆
様
へ
、

お
願
い
で
す
。 

 

皆
さ
ん
も
、ご
承
知
の
と
お
り
、

当
会
の
運
営
は
会
費
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
会
費
が
未
納
の
方
は
、

左
記
口
座
ま
で
、
早
め
に
納
入
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

■
会
費 

７
２
０
０
円 

※
減
額
対
象
者
あ
り 

■
賛
助
会
員 

【
Ａ
】
１
０
０
０
０
円 

【
Ｂ
】
７
２
０
０
円 

【
Ｃ
】
３
０
０
０
円 

■
口
座 

郵
便
振
替
口
座 

■
口
座
番
号 

 

０
１
７
６
０ 

３ 

２
８
９
２
５ 

■
口 

座 

名 
 

福
岡
県
脊
髄
損
傷
者
連
合
会 

※
他
の
金
融
機
関
か
ら
の
振
込
用

口
座
番
号 

ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

一
七
九
支
店 

当
座
０
０
２
８
９
２
５ 

 

〔
証
人
尋
問
〕 

 

日
時 

九
月
二
日
（
火
） 

 
 

 
 

十
三
時
三
十
分
～ 

 

場
所 

三
〇
三
号
法
廷 

 

※
大
法
廷
を
希
望
し
た
が
、 

 

期
日
が
大
幅
に
遅
れ
る
た
め 

 

次
回
は
傍
聴
席
が
三
十
席 

 
程
度
。
終
了
後
は
、
報
告
集 

 

会
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

地裁前で報告集会 
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編
集
後
記 

 

 

梅
雨
も
明
け
、
夏
本
番
の
季
節

と
な
り
ま
し
た
。
昼
も
暑
い
が
、

夜
も
暑
い
で
す
。
熱
中
症
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。 

（
坂
本
） 

《 今月の時事 》 

 『関電、首相７人に年2000万円・元副社長が献金証言（7月27日朝日新聞朝刊一面）。

1972年から18年間』との見出しでる。『関西電力で政界工作を長年担った内藤千百里・

元副社長（91）が朝日新聞の取材に応じ、証言した（６９時間）。』とある。72 年とは、

当時田中角栄通産大臣として、「電源三法」を通し、原発誘致を全国展開に着手、確か翌年、

自民党総裁・政権を確立したころだ。（わだちNO.１６７）参照。内藤氏は電力業界には誤

りはないと信じて来たが、福島原発事故を機に心境が変化したという。『なぜ今も汚染水を

コントロールできないのか。地質調査をしたはずなのに、なぜ地下水の影響が大きい場所

に原発を立てたのか・・・「政官電」の関係を再考したいと思った。』とある。戦後、構築

されてきた『構造（政策システム）』といえる。同紙の二面には、地方選急落と大見出しで

ある。『昨年８月以降の市区長選の平均投票率は約 39％で、前回より 12 ポイント落ち込

んだ。』とある。『横浜市29.05・大阪市23.59・杉並区28.79・宮崎市31.56・仙台市

30.11・練馬区31.68・二本松市（福島県）64.72・岡山市33.34』となっている。 

 なぜ、投票に行かないのかであるが、非常に深刻な問題である。地方自治を担う人たち

の多くは、従来の既得権益層（構造的問題なのだ）なので改革はできない。また、選択肢

がないともいえる。しかし、選挙結果の悪循環で「ツケを払わされるのは有権者なのだ！」

ということを自覚として、考えたい。やっと、蝉の声を聞く・今年は、一段とその「鳴き

声」がけたたましく耳に響く。限られた命のとき、命の炎の躍動か・・・地方自治を改革

する市民の躍動は・・・したたる真夏日に、想いはふつふつと・・・である。(しん) 

 

この広報誌は、共同募金の配分金を受けて発行しています。 

■編集 福岡県脊髄損傷者連合会 会長 藤田 幸廣 

〒816-0804 福岡県春日市原町３丁目１－７ 

福岡県総合福祉センター（クローバープラザ）内６階 

TEL＆FAX：０９２－５９２－４５２８  
E-Mail：fukusekiren-kasuga@cello.ocn.ne.jp 

■発行 九州障害者定期刊行物協会 頒価１００円（会費に 

含まれる）〒812-0054 福岡市東区馬出２－２－１８ 
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 どうぞ、よろしくお願いします。 


